
 

 

◎
長
岡
京
市
国
保
の
概
要 

平
成
26
年
度
末
の
被
保
険
者
数
は
１
７
、
８
４
８
人
で
、
人
口
８
０
、

３
３
８
人
の
う
ち
22
・
22
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
の
高
齢

化
率
は
25
・
09
％
で
す
が
、
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
率
は
46
・
10
％
と

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
の
高
度
化
等
を
要
因
と
し

て
、
毎
年
増
加
し
続
け
て
お
り
、
事
業
運
営
も
よ
り
一
層
、
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 
 

年度 人口 加入世帯 被保険者数
（再掲） 

未就学児 

（再掲） 

前期高齢者 

H24 79,433  11,153 18,518 499 7,533

H25 80,035  11,049 18,148 471 7,972

H26 80,338  10,950 17,848 443 8,228

 総額 一般 退職 

H24 361,205 360,671 366,855

H25 368,921 368,147 378,521

H26 377,816 379,874 345,996

長岡京市の概要 ～利便性と自然が調和するまち～ 
 長岡京市は、京都盆地の南西に位置し、北は向日市・京都市、東は京都市、南は大山崎町、西は西山を境に大阪府と接しています。東西約 6.5 ㎞、

南北約 4.3 ㎞と東西に長い長方形をなしており、総面積 19.17 ㎢に約８万人が暮らしています。 

 総面積の約 40％を占める西山は、本市の代表的な景観となっています。中央部はアゼリア通りを中心とする商業地、西部・北部は住宅や農業に

広く利用されています。東部には工場が立ち並び、高付加価値の先端産業が集積しています。 

 交通は、JR 東海道本線と阪急京都線が、東海道本線の東側には名神高速道路・国道 171 号が縦走しており、南西部を通る京都縦貫自動車道の長

岡京 IC には、高速バス停が設置され、交通の便に恵まれています。 

かつて「弟国宮（おとくにのみや）」「長岡京」と二度にわたって都が置かれ、王城の地として栄えた本市は、京都・大阪の二大都市を結ぶ中間

に位置する地の利にも恵まれ、豊かな自然や歴史資源、先端産業が共存するまちとして発展を続けています。 

保
険
者
国
保
事
業
紹
介 

―
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
― 

長
岡
京
市 

◇被保険者の加入状況 

◇一人当たり医療費の状況（療養費を含む） 

※医療費を各年間平均被保険者数で除したもの 



 

 

◎
収
納
率
向
上
対
策
の
推
進 

平
成
22
年
度
に
策
定
さ
れ
た
第
３
次
長
岡
京
市
行
財

政
改
革
大
綱
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
な
か
で
、
引
き

続
き
国
民
健
康
保
険
料
収
納
率
向
上
事
業
を
組
み
入
れ
、

保
険
料
の
収
納
率
向
上
を
本
市
の
重
点
課
題
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
お
け
る
現
年
度
分
収
納

率
の
目
標
を
93
・
40
％
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

し
た
平
成
22
年
度
の
収
納
率
：
92
・
20
％
）
と
設
定
し
、

適
正
賦
課
、
収
納
・
滞
納
者
対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
な
収
納
対
策
と
し
て
、
口
座
振
替
納
付

の
奨
励
（
振
替
率
：
平
成
26
年
度
60
・
84
％
）
、
コ
ン

ビ
ニ
収
納
の
導
入
、
年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
「
夜
間
納

付
相
談
窓
口
」
開
設
、
夜
間
催
告
の
強
化
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
納
強
化
月
間
（
11
月
～
３
月
）
を

設
定
し
、
電
話
催
告
、
納
付
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に

収
納
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。 

専
任
の
徴
収
技
術
指
導
員
１
名
を
配
置
し
、
悪
質
な
滞

納
に
対
し
て
は
、
預
金
・
生
命
保
険
の
調
査
及
び
差
押
え

を
行
い
、
収
納
率
の
向
上
と
徴
収
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

い
ま
す
。 

  

◎
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向
上
の
推
進 

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
だ
け

で
な
く
、
よ
り
広
い
範
囲
の
疾
病
予
防
・
発
見
に
対
応
す

る
た
め
、
国
基
準
以
外
の
検
査
項
目
を
健
診
内
容
に
追
加

し
実
施
す
る
と
と
も
に
、
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
健

診
に
つ
い
て
、
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
窓
口
で
費
用

助
成
制
度
の
積
極
的
な
周
知
に
努
め
、
疾
病
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
促
し
、
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

特
定
健
康
診
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
医
師
会
、

保
健
衛
生
担
当
課
と
綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
事
業
運
営
に

努
め
、
特
定
健
診
の
未
受
診
者
に
対
し
て
は
、
近
隣
の
市

町
（
向
日
市
・
大
山
崎
町
）
と
合
同
で
受
診
勧
奨
を
実
施

し
、
市
内
ス
ー
パ
ー
や
各
自
治
会
に
も
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の

ご
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
受
診
啓
発
に
努
め
た
結
果
、
特

定
健
診
の
平
成
26
年
度
の
受
診
率
は
45
・
９
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
保
被
保
険
者
の
疾
病
予
防
や
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
55
歳
以
上
の
男
性
の
国
保
加
入
者
に
対

し
、
前
立
腺
が
ん
検
診
に
要
す
る
費
用
を
国
民
健
康
保
険

の
特
別
会
計
か
ら
負
担
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
の

た
め
の
市
民
向
け
公
開
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、

食
や
健
康
の
正
し
い
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。 

◆
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
て 

検
診
を
定
期
的
に
受
け
て
、
ご
自
身
の
健
康
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
本
市
の
保
健
師
が
、
「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
」
の
ダ
ン
ス
に
の
せ
て
、
子
宮
頸
が
ん
と
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医療分
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者支援金
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介護分

長岡天満宮 八条が池

◆国民健康保険料（現年分）収納率

◆特定健康診査受診率（法定報告結果） 

男性 女性 総計

H23 40.1% 50.0% 45.6%

H24 39.8% 50.5% 45.7%

H25 39.9% 50.1% 45.5%
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乳
が
ん
の
特
徴
や
検
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
、

検
診
受
診
啓
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。 

平
成
27
年
4
月
19
日
に
は
、
ゼ
ス
ト
御
池
地
下
街
で

行
わ
れ
た
子
宮
頸
が
ん
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

49
」
に
出
演
し
、「
美
は
体
の
健
康
か
ら
。
ま
ず
は
一
度
、

検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
」
と
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。 

動
画
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 

 

◎
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て 

◆
認
知
症
早
期
発
見
の
取
り
組
み 

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し

た
い
。
そ
ん
な
願
い
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
本
市
で
は
、
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
だ
け

で
、
身
近
な
方
々
の
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
確
認
で
き
る
認

知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」

「
わ
た
し
も
認
知
症
？
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
提
供
し
て
い
ま
す
。 

一
般
に
、
認
知
症
の
初
期
段
階
で
は
、
本
人
も
家
族
も

認
知
症
と
の
認
識
が
な
く
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
や
支
援

機
関
へ
の
相
談
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
認
知
症
は
、
初
期
段
階
で
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
初
期
段
階
で

か
か
り
つ
け
医
や
支
援
機
関
が
適
切
な
診
断
・
支
援
を
行

い
、
そ
の
方
に
必
要
な
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。 

ゲ
ー
ム
感
覚
で
お
こ
な
え
て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

性
も
高
い
こ
と
か
ら
、
認
知
症
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
機
関

等
へ
の
早
期
受
診
に
つ
な
が
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
質
問
は
20
問
程
度
で
、
本
人
用
と
家
族
用
の
２
種
類

が
あ
り
、
市
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
右
下
バ
ナ
ー
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。 

長岡京市ホームページ設置バナー 


